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　NTTのR&Dは、IOWN構想の実現とともに、今後も研究テーマの多様性・継続性を大切に、様々な社会的課題
を解決し、人々が意識することなく技術の恩恵を受けることができるスマートな世界の実現をめざし、世界を変
革する技術の研究開発を続けていきます。

多様性に寛容な持続可能な社会の実現

環境にやさしい持続的な成長 世界の全てをナチュラルに捉える

究極の安全・安心・信頼の提供 多様性に寛容な個と全体の最適化

Digital to Natural Electronics to Photonics

環境問題 高齢化

災害 人口減少

地方創造

研究開発方針
R&D policy

図：NTT R&Dのめざすもの

　NTT R&Dは、新しい技術の研究開発に取り組むとともに、NTTグループの各事業会社をはじめ様々な分野の
産業界の方々と一緒に、安全・防災・持続可能な開発などにかかわる問題を克服し、社会的課題の解決をめざし
ます。
　持続可能な成長を達成しつつ多様な価値観を認めあう世界においては、人々の生活や人と技術の関係を劇的に
変え、あらゆるものがつながるスマートな世界を実現する必要があります。その実現のために、今まで以上に膨
大な情報を処理するコミュニケーション基盤の実現と、人々が意識することなくその恩恵を受けられるようにし
ていかなくてはなりません。
　このような将来像に向けて、NTT R&Dでは、サービスイノベーション、ネットワークおよび先端技術分野で
幅広く多様な研究テーマに粘り強く継続的に取り組んでいますが、その成果を活用して、広く世の中の方々とコ
ラボレーションし新しい価値を生み出していくためには、我々自身が先端的技術を極める能力だけでなく、パー
トナーの方々と一緒にお互いが持つ技術の強みを組み合わせていく能力についても磨き上げていく必要がありま
す。この二つの能力を磨き上げることにより、国内外の産業界をはじめ社会全体の発展に寄与・貢献してまいり
ます。
　さらに、その営みを加速するために、多様で継続的な研究から生み出されたDigital to Natural、Electronics 
to photonicsのふたつの変革により、究極の安心・安全と信頼の提供、環境に優しい持続的な成長、多様性に寛
容な個と全体の最適化を狙いIOWN（Innovative Optical and Wireless Network）構想を掲げグローバルなパー
トナーとともに、イノベーションをつくりあげていきます。




